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対応できる企業をめざします
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 １．組織の概要

（１） 名称及び代表者名

事業所名 　　吉原建設工業株式会社

（２） 所在地　　本 社 長野市信州新町里穂刈519番地

長野市稲里下氷鉋482

長野市信州新町日原東1200番地

（３） 環境管理責任者・連絡先

責任者  　 長澤　祐子

連絡先 　TEL： 026-286-7316

　FAX： 026-286-7317

　E-mail： yn-yoshiken@titan.ocn.ne.jp

Home page： https://www.yoshiwara-nagano.co.jp/

（４） 事業内容　《認証登録の範囲》

土木・建設業　（土木工事、とび・土工工事、石工事、鋼構造物工事、舗装工事

しゅんせつ工事、塗装工事、水道施設工事、解体工事、菅工事業）

産業廃棄物収集運搬業

産業廃棄物中間処理業

（５） 事業の規模

創 業 　　２００３ 年８月９日

資 本 金

敷地面積

従 業 員

（６） 事業年度 　　当年８月 ～ 翌年７月
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長野事務所

プラント工場

１，０００ 万円

　　１２ 名

　　代表取締役　吉原　明広

１，２００㎡

〒 381-2406

〒 381-2211

〒 381-2406

mailto:yn-yoshiken@titan.ocn.ne.jp
https://www.yoshiwara-nagano.co.jp/


(7) 取得する許可一覧

　　　１）一般建設業許可

　    ２）産業廃棄物収集運搬業許可

　　　ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類

　　　３）産業廃棄物処分業許可

　　４）産業廃棄物処理施設置許可

  　《処理実績》
処理量（t） 処理内容

2021年度

2022年度

1726.7 がれき類の破砕

がれき類の破砕547

設　置　場　所 長野市信州新町日原東字越道1200番地

処　理　能　力 294t/日（42t/時：稼働時間7時間）

2022年12月現在

許　可　番　号

許可の年月日

許可の有効年月日

長野市長　9521134754

令和3年9月13日

令和8年9月12日

中間処理（破砕）　ガラスくず類、がれき類（コンクリート、アスファルト）

許　可　番　号

許可の年月日

長野市長　９５０８１０８７

平成23年7月13日

許　可　の　種　類

施設の種類 がれき類の破砕施設　（政令第7条第8号の２）

許可の年月日

許可の有効年月日

令和4年3月29日

許　可　の　種　類
廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず

許　可　番　号

収集運搬車両

石綿含有物・水銀含有物

長野県知事　許可　（般－２）　第　２２９４８　号許　可　番　号

許可の有効期限

建設業の種類

令和3年2月7日から令和8年2月6日まで

土木工事業、とび・土工工事、石工事業、鋼構造物工事業、舗装工事業

しゅんせつ工事業、塗装工事業、水道施設工事業、解体工事業、菅工事業

１０ｔ車　2台　８ｔ車　３台　3ｔ車　2台

無

長野県知事　2008134754

令和9年3月28日
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分別（異物・鉄筋等を取り除く）

　　　　　　投入ホッパー　　バックホウにて投入

二次製品
無筋コンクリート

振動ふるい

コンベアー

1次破砕機

小　　割

RC40　（保管、出荷）

廃　　棄　　物　　受　　入

廃棄物の確認

　　　マニフェスト受理　　　　　　　　トラックスケールにて計量

アスファルト殻

鉄
く
ず
処
理
施
設
へ

無筋コンクリート

産業廃棄物処理フロー図



　吉原建設工業株式会社は、地球温暖化や水質源及び、地下資源の枯渇への

対応が責務であると考えます。地球環境の保全とその重要性を認識し、

事業活動における環境負荷の低減・改善をはかるために環境保全活動を継続的に

取り組みます。

１．　事業活動に関する環境関連法規等を厳守する。

２．　事業活動で使用する電力・化石燃料等の節約を推進する。

３．　事務所及び現場での節水に努め、水の使用量を消滅する。

４．　健康経営、働き方改革、地産地消の推進。

５．　この環境経営方針を全社員に周知し、皆で環境保全意識の向上に努める。

６．　当社の環境方針や環境活動をホームページに掲載し一般公開する。
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環 境 経 営 方 針

制定日　　２０２２年　９月　１日　　　

吉原建設工業株式会社
代表取締役　吉原　明広

【企　業　理　念】

【環境経営方針】



３．実施体制
１）組織図

※　各テーマ別のグループを結成、責任者を任命して、改善活動を推進

２）責任及び権限

・ 環境経営システムに関する全ての責任と運用についての権限を持つ。

・ システムの構築・運用及び管理に必要な資源を用意する。

・ 環境方針の設定・見直し及び従業員へ伝達を行なう。

・ 代表者による全体の評価と見直しを実施する。

・ 代表者に代わりシステムの構築・運用状況を監視、結果を代表者に報告する。

・ 推進委員会を定期的に開催し、活動内容と問題点の確認と改善を指示する。

・ 法規制等の取りまとめを行い、遵守状況をチェックする。

・ 環境目標を設定し、環境活動計画を確認し承認する。

・ 問題点の是正・予防処置に対する指示と改善や見直しに必要な処置を行う。

・ 環境管理責任者の補佐、推進委員会の事務局。

・ 環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェック原案の作成。

・ 環境目標・活動計画原案の作成及び実績の取りまとめ

・ 環境活動レポートの作成、公開（社内に備付けと地域事務局への送付）

・ 環境関連の外部コミュニケーションの窓口。

・ 環境管理責任者の指示のもと、環境経営システムの運用を行う。

・ 方針に基づき、目標及び活動計画の策定を行い、承認を得る。

・ 是正処置又は予防処置を実施、結果を環境管理責任者に報告する。

・ 関連法規、等及び最新情報の収集と実行、順守確認のまとめ及び管理。

・ 活動の実績結果を収集、環境管理責任者に報告する。

・ 自部門に関連する環境目標及び環境活動計画の実施及び達成状況の報告｡

・ 自部門の従業員に対する教育訓練の実施。

・ 特定された項目の手順書作成及び運用管理。

・ 緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練の実施と記録。

・ 自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施。

・ 環境方針、環境目標を基本に定められた活動計画に従い業務を遂行する。

・ 環境負荷の低減、品質向上、安全の確保と業務改善の提案

・ 異常時、緊急時の報告
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代表者

吉原明広

全従業員

推進委員会

池田亞希

環境事務局

管理責任者

臼田英生

部門責任者

長澤浩



８月～７月

単　位 基準値(202１年) 2022年目標 2023年目標 2024年目標

kg-CO2 104,479 103,434 102,389 101,345

(%) 100% 99% 98% 97%

kＷh 5,736 5,679 5,621 5,564

ℓ 7,270 7,197 7,125 7,052

ℓ 32,840 32,512 32,183 31,855

ℓ 265 262 260 257

ｋｇ 130 128.7 127.4 126.1

産業廃棄物 ｋｇ 0 0 0 0

水使用量 ㎥ ※２ 現状把握

※１　中部電力㈱　　２０２１度　二酸化炭素調整後排出係数　0.38８kg-CO2/kＷhを使用

※２　　事務所移転に伴い、2022年度から実績を把握する

一般廃棄物

４. 　環境経営目標　（中長期）

項　　目

二
酸
化
炭
素
削
減

ＣＯ２排出量
　　※１

電力

ガソリン

軽油

灯油



４. 環境経営目標の実績と評価

                          １０月～１２月

基準値
（２０21年度）

20２2年度
実績

27,437 99% 27,163 24,393 〇

電気・灯油の使用量は上がって
しまったがガソリンと軽油が減っ
たのでCO2排出量の減少に繋
がった。

kWh 1,782 1,764 2,114

kg-CO2 691 684 820

ℓ 1,920 1,901 1,589

kg-CO2 4,455 4,410 3,686

ℓ 8,623 8,537 7,689

kg-CO2 22,246 22,024 19,837

ℓ 18 18 20

kg-CO2 45 45 50

㎥ 現状把握 0 ー
事務所移転に伴い、２０２２年度
から実績を把握する。

kg 40 100% 40 30 〇

ごみの適切な分別、ミスコピ
ー用紙の裏紙利用、書類の
電子化、詰め替え製品購入
の推進。

ｋｇ 0 100% 0 0 〇

トライアル期間中自社からの産
業廃棄物の排出は無かったが,
排出する際はマニフェストでしっ
かり管理する。

電力 99% ×

事務所移転に伴いLED照明に
変更したり、スケジュールタイ
マーで空調管理を行ったが、冬
場目標の設定温度22度を守れ
ない日が多かったのが未達成の
原因だと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10月～12月

項目
2022年度
目標値

活動の評価

CO2総排出量（kg-CO2）

トライアル期間中に事務所に
ファンヒーターを購入したため量
が増えたと思われる。エアコンと
上手く併用していきたい。

上水道

一般廃棄物

ガソリン 99% 〇

社有車にハイブリッド車を購入し
社員全員エコドライブの実施を
徹底した。

軽油 99% 〇

2021年度は積雪が、多かった
ため除雪の回数も多かった。
それに比べ2022年度は積雪は
少なく軽油の量も減少した。

産業廃棄物

中部電力㈱　　202１度　二酸化炭素調整後排出係数　0.38８kg-CO2/kＷhを使用

灯油 99% ×



５．活動の結果と評価、次年度の取り組み
◎よくできた　○まあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

評価

１．電力の削減 〇

・昼休みの節電（消灯） 〇

・エアコンの温度設定冷房２８度、暖房２2度 △

・待機電気機器のスイッチ節電 ◎

・エアー漏れのチェック ◎

２．ガソリン使用量の削減 ◎

・社有車の日常点検、従業員車２回/年 ◎

・エコドライブ１０の実施(急の付く運転禁止） 〇

３．軽油使用量の削減 ◎

・社有車の日常点検、従業員車２回/年 ◎

・エコドライブ１０の実施(急の付く運転禁止） 〇

・適性時期のタイヤ交換（夏/冬、摩耗） ◎

４．灯油使用量の削減 ◎

・ストーブの適正温度設定と温度管理 ◎

・適正な暖房機器の使用 ◎

・休み時間の消化、隙間対策 ◎

５．一般廃棄物の削減（基準年比２％削減） ◎

・分別と再生利用の促進 ◎

・計量と分別状況の点検 ◎

・ゴミ箱周辺の見回りチェック ◎

６．水使用量削減 ◎

・節水ラベル貼付 ◎

・洗車頻度の見直し 〇

７．グリーン調達活動 〇

・エコマーク商品の調査と購入 〇

・対象品に限らず環境配慮品の優先購入 〇

・対象品に限らず環境配慮品の優先購入 〇

8．環境保全活動の推進 ◎

・会社周辺のゴミ拾い　（１回/月） ◎

・地域の清掃活動（1回/年） ◎

９．不良件数の低減 〇

・図面確認ミスをなくす 〇

・現場周辺の清掃 ◎

・身の回り/職場の整理・整頓（１カ月毎） ◎

洗車頻度の見直し。

引き続き継続していく。

積極的に購入すよう心
がけた。

引き続き購入努力をしてい
く。
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毎月資材の整理・整頓
の徹底。

図面確認をしっかりし材料
の発注ミスを無くす。

取  組  の　評  果 次 年 度 の 取 組

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

社
会
貢
献

分別とリサイクルの徹
底。

書類の電子化、昼食の持
参。

社有車にハイブリッド車
を購入。エコドライブ10
の社内教育実施。

エコドライブ運転の徹底。

環境対策型の重機及
び車輌の購入。重機の
エコドライブ運転の社
内教育実施。

重機のエコドライブ運転。

事務所にファンヒー
ターを購入。

エアコンと上手く組み合わ
せ活用していきたい。

温度設定が守れない
日が多かった。

エアコンのフィルター掃除を
こまめに行い、設定温度に
気を付ける。

社内に節水ラベル貼付
し周知徹底した。

毎月会社周辺のゴミ拾
いや地域の清掃活動
に参加できた。

業
務
改
善

廃
棄
物
削
減

用
水

G
調
達

活 動 計 画



6．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

　(１) 当社に適用される法規制等と現在までの遵守状況

　当社の業務に適用となる義務規定（一部それ以外を含む。）の主な環境関連法規等とその主な内容、

法規制等の名称
適用される事項

（施設、物質、事業活動）
証拠書類、等 判定

契約書 ・ 許可書 〇

（電子）マニフェスト 〇

騒音防止法振動 バックフォー 届出書 ✔

振動規制法 バックフォー 届出書 ✔

フロン類使用機器の定期点検 点検表 〇

第1 種特定製品の修理・処分 引取証明書 ✔

消防法（危険物） 灯油の防油提、シンナーの管理 現地点検記録 ✔

労働安全衛生法 高所作業の安全対策 ハーネスの着用他 ✔

　(２) 違反及び訴訟の有無

　上記環境関連法については、遵守チェックリストにより、確実に法規を遵守していることを

確認しました。

また、過去3 年間、関係各機関から特に指摘・指導は無く、訴訟もありませんでした。
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注）チェック欄…〇：遵守　×：不遵守　✔：該当なし確認　　（―：判断なし）　

廃棄物処法
一般廃棄物、産業廃棄物（金属くず、廃

プラ、廃油等）の適正処理

フロン排出抑制法



　　　　　　　代表者による全体の評価と見直し・指示

2023年1月30日
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[周囲の変化の状況]

１．外部コミュニケーション記録

外部からの環境に対する苦情や要望はありません。

２．環境関連法規制等の動向への対応

廃棄物処理法、フロン排出抑制法とその導守をチェックし
た結果違反はありませんでした。その他、各関係機関から
の指導もありませんでした。

総合評価と次年度の指示

コロナウイルスの長期化や物価高騰の影響でなかなか難
しいところではあるが、活動評価を社内共有し引き続き会
社全体で取り組みを行っていきましょう。

見直しに必要な情報 変更の必要性の有無・指示事項

[取組状況の評価結果]

１，環境関連法規等の遵守状況

環境関連法規等への違反はありません。

２，問題点の是正処置及び予防処置への対応

変更の必要性はなし。

３，前回までの代表者の指示事項への対応

ありません。

４，前回審査指摘事項への対応

ありません。

[環境経営方針][実施体制]

環境経営方針、実施体制はこのまま継続して行う。

                       変更の必要性　　有　　　無

[環境経営目標・活動計画]

今期エネルギー使用量は減少している。建設工事で使用
する重機及び車両を環境対策型に入れ替える事ができ
減少したと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　変更の必要性　　有　　　無

[環境経営システムの各要素]

計画の策定、計画の実施、取組状況の確認及び評価、及
び全体の評価と見直しの徹底。



環境経営レポート

８．活動事例紹介
  １）コピー用紙の裏紙利用、書類の電子化

　２）事務所のLED照明の採用

　３）省エネ・節電の推進（スケジュールタイマー

及び集中管理リモコン）による空調管理

４）環境に優しいエコマーク商品の購入

　　ラベリングのない商品や簡易包装推進商品

を積極的に購入

　5）社有車にハイブリット車を購入

　６）再生プラントでは県認定品の１００％リサイクル製品のRC40の出荷
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